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宇宙科学研究所

新編集委員長ごあいさつ

宇宙科学研究所松尾弘毅

伊藤副 iit 先生のあと本年度より私が編集委

員長をお引受けすることになりました。ヰ・H-i

科'下研究所発足と|司時に半尾初代委 n長のご

尽力によリ自 IJ 刊されました本ニュースが，伊

藤m2 代委只長のもと清夫な発展を j茎げ. 多

岐にわたる本研究所の活動を広〈所の内外に

お知らせするものとして，また隣接する分野

を含めた二十:凶科学研究の内容をよ¥'~}に紹介す

るものとして此かの評 f耐を得ておりますこと

は. f副えに執筆者各位のこ'協力と読 lH名位の

ご鞭磁の賜と!感謝致しております。

この J主，自 [J 刊以来のメンバーであった総本

正之.柳 i串.il久の両氏が編集部を 1， I).新た

に 'I' 谷一郎. III 本 1'1 牛，小 Jf，(降 t!l の各氏を迎

えました。ご同 j 人

の多年のご ~:91' を

却するとともに.

判 II 共同 tの新大地で

/HJf 究所の一層の

~Wt がj則 1干される

今.制品集部に新し

し、 1(11 を j!} て.こiL

までに以れた良き

fム統の上に 内註 l

でバランスのとれた 紙面づくりに励むこと

が謀せられた責務と考えております。

+T憾のご:'I d足をお激し、欽します。
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〈研究紹介〉

核酸の起源を宇宙に探る

宇宙科学研究所長谷川典巴

地球卜に平ftJーする企ての生物は遺伝 f として伎

町まを仇している。そのほとんどはDNA (デオキン

リポ骸般)という引の核問主である。ごく限られて

はいるが， RNA(リポ絞鮫)とい 7 型の絞般を遺

{ム子ーとして持つウイルえがあり. しかも我々 人!日 l

にとって多くは官、ぃ芯川、でたいへん身近な {FtE で

ある。風邪の l臥凶となるインフノレエンザ，小児麻

叫1 を引きおこすポリオ，丙円本の人に多い An (ヒ

ト成人 T細胞 IIJ 血病)，そして今や全 l日界に念怖を

ラえている AIDS (後天性免疫不全被候鮮)ウイル

スなどがそれである。泣 1ム fとしての RNA はやや

特殊な存イ i であって，むしろ jjll 附の RNA が今まで

に知られている生物に一般に存在 L ，いろいろな

機能を担っている。遺伝(- 'I'の情報は一般に DNA

から RNA へと与され，誠一終的にタンパク伐という

Jf~ で JfYtlが発視される。この情報の流れの rl' l:\J休

てホる RNA は t:J 鰍RNA(mRNA) と N われる。その

他にタノハ '7 'i' i的合成に派〈係わっている RNA が

2 州知ある 一つはタ/ハク質合成て坊の i'i 組み

となっているリボソーム RNA ("RNA) と呼ばれ

ている L のである。むう つは恥
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tRNA の二次情造モデル

と l呼ばれるもので.これは DNA に\I者一巳化されてい

る tN 'W.がmRNAIこ瓦され，その mRNA 中のアミ/

般を指令する情報(コド;..-)をよ思議 L ，そのアミ

/般を正しく 7 ンハク質の '1' へ組み込むー純のア

ダプタ として働いているものである。， RNA に

は 20税対1のアミノ般に特異的な， RNA 純が l 純類

以 lニ存イE L ，大腸 l副主どでは約 60舵鰍もある。

私はこの tit N八の役割にザ 'I 附代から興味を作

っていたが.大』下院を終了すると幸いなことにこ

の，RNA を 61[:允している研究本に職を得. 卜数千r

，RNAの桃逃とその機能について研究してきた。砧

I';(I~向という i敢 '·1 物のいくつかの， RNA の構造を決

定してみると.今までに知られていない骸階以 J去

をアンチコドンの l 宇目に発見した。この I匝」主成

分は l つのアミ/般を指令する情報が 4 組あるも

のの 7 ち 3 Htまで読みとることができるというも

のであった。このよーパこ lRNA の桃j1t (特にアン

チコドノ)とアミノ阪と Ii省峻な I~Jf*にあること

がわかる。 DNA の泣 11、 U{i りーがmRNA の 'I' に '.Lj: され

た ftt; W.のアミノ般の言柴を， RNA のアンチコドン

がif しく認識し ， R '-I A に II しく結合したアミ/

恨のみがタンハ'7t'iの'I'に組み込まれて 1 j くので

ある。はたして tRNA のアノチコドンの配苦 II のみ

がアミノ般を減別するのであろうか?自然的生物

の中て惚れ、ている lRl、JA の研'先をill!めるにつれて.

tR '-I A の総遣を n分の千で山 ITI 内イ?に変えて.大

然には存イl しないよフな L のを作ってそのが1也を

訓べることができたら而i l' l いと常々考えていたら.

そのアイディアを実現“f1ittな技術が山税してきた。

'，'辿その方法を lr~ り八れて研究を進めると， -III の

'I'与えることは ~J、過と比えて， lRNA の対象こそ

民なってはいるが似たよフなfiJI'究で世界中がi散し

い引いと〈ょった。1;]，‘の場合.アンチコドンの配列

を他のI孟 1Jjにをえてやったり.一部の配合II を切り

取ったり、余分のj~J，l;を十l け 1111 えたりしていろい

ろとアンチコドンを人工的に操作し いわば巽'市
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な tRNA を合成してその 'I 物;，';刊を調べてみると

いろいろと前I'iいことがわかってきた。しかしな

がら、結摘については今だに研究者 roil で必らずし

もなはが一放せず.この研究分府内奥の深さを感

じさせられている。

生体内での化マ反応を触媒する僻;t(まタンハク

'i'lでできている(ーー部の酵素はタンハク質のほか

にfJj;分 f の!iii両手ぷを必安とする)というのが今ま

での定説であリ.今でも生化学の教科書にそのよ

うに定義されている。ところが最近になっていく

つかの生物純でRNAが l内接触際作用をしていると

いう研究が報脅され，その正当性が実証されてき

た。しかもそうしたRNAの存拘は多くの 'I 物純に

l.iがってきている。対近の与えでは生命が発生し

進化の初Jijl の可lから RNAが存イ，:L，両手索作刷をむ

もっていたと言われている。古代の '10物はまさに

rRNAの世界」であったよヮである。 tRNA も i訟

も古いタイプの rRNAの判界J の-wてdあり.こ

のほNAが if( W:して他のRNAへと進化したり、タ

ンパ :7 1't をコードしうるれl大きくなり.情報を千fJ

Hiする抜般となっていったと与えるのは決して不

自然では主いように思われる。このように生命発

q の初lUIの段階でRNAがλ;治叫し。ノ'j'-bIセ f¥ で!f(

Z! な機能を挺している RNAの起源がどこにあるの

かを問うことは生命発生のよJ!に迫る IHI組である。

RNAはどこから来たのであろうか' 原始地球

上の環境粂 1'1 を再現させると核般を椛成している

Jjd告ができることは知られている。マーチソン日i

，iJからはやはりいくつかのI益法とその誘導体が験

出されている。それでは日本隊が南極でJ、;:止に発

見したやまと m石はどうであろうか 9 たいへん楽

しみである。

この!品(wi を:rtf- \..、ている i主 'I'，本研究所のす出生

命科学部門(存民)の二j，li諜一日II教授が U 本学士

院'i'l を受賞される行の発表があリました。 'L、から

お悦ぃ中しあげます。三浦教校の'立賞対象となっ

た研究は「二本鉱iRNA ウイルスの分子治1ι， "NI')研

究，特に RNA キャ y フ1荷造の発見」です。イネや

カイコのある純の病原ウイルスの遺伝干がニiff ら

せんのHNAからなることを発比 L ， ll'に mHNAの

末端iが特殊な桃iitて'ふさがれている(キャ y ブ)

ことを初めて党はされました。まさに !{NAの川先

による受賞です。三浦教J去の主主々の御発!正をお祈

り III し 1--げます。(はせがわ・つねみ)

お知らせ)O()~O，，(車京店東京同車車岡肉声)o()o(南東京風車店店車庫再三逗ジ

合ロケ y ト・衛星関係の作業スケジューJレ( 4 月・ 5 月) ~

4 月 5 月
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第 7回宇宙科学ー講演と映画の会

日昨 日目制163 'f. 5H14um
午後 l 時-4 時30 分

場所イ l楽町制 H ホール

T 代川 I烹布楽園 r 2 の 5 の l

イ{楽町センターピル 11 11'i

1J;ll' 'j 宙科学研究所長州村純

講話{ (J);誕生日を迎えた 7ゼラン 3712 干の超新足

宇宙科学研究所前所以小間 位

(2) スペースフライヤ SFU

宇 'Iii l'V i 研究所教授 来木恭一

映幽 械本/液般ロケ y ト同開発

画

一

合 EX05-D 第一次噛み合わせ

)PF-2J-Iに tJ ち卜げ-f.;，EのEXOS

-J)m次情み合わせ試験が2 )J 29 r1

から行われている。愉入Ie吉I~MIの入干遅れなどむ

あったため.制は 911寺から作業開始、夜は述IoI jl:t

くまで検討会という i的存『スケジューんとなってい

るが， WI係おーいlの ili';li I) で主んとか持ちこたえ

ている。

オーロラキ:'. (-IJII;l主 J&的解明を日町j とした.この

(:,( j JI~，にはオーロラ搬偽装出，般品;.中;，: {-.被到Jの
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観測総などカ守搭載される。 3 JJ7 日には機械令わ

せが終了して.初めて '~1 ~I~ らしき姿を現わした。

~表紙カット参照~

太防'，l!: i也パド jレの 1IIIIfli カづくしい。また liJ l /It-<'ス

ト， Iレーフアンテナなと'の展開桃泣物が Ifli (I' 、 O

flljページの'tJ11はルー7 アンテナ取り十l け時のよ

うすで二れが表紙;力 y トのように i:tみ込まれて

しまう。哨み合わせよ;:，験は 3 )I 末まで共通系.姿

勢系機加について行われ， 4 )-J末までに観品III系機

総の噛み令わせや{湿気シールドルームでの hi);試

験などが11 われるイー主じになゥている。( ).:, !;l
l
j 勉)

*MU5E5-A 熱モデル試験

111 年末の構造モデル A験に続いて， n転作業で

til(L' 、 2 )117 1:1から 3 )JIIn のfl1J. MUSES-A の

熱モテソレ，，"験が判 l桜If，(キャンパスの 11 ・中チェ/パ

を 'I' 心に 11 われた。 2 J.J25 日までに j，l，i!，'. J リ ン

.ルームで酎 tiLてら t した熱モデルは!~: '4::チェノパ

におさめられ.日以状態， n 除時のfJ li~t 状態のン

ミュレーンヨン. MUSES-A 本体とルナー・オー

ビター 1l\Jの熱的イノター 7 ェイス， Rcs'n 射時の

スラスタ と j~j )"本 j，j，:との断熱のチェ γ7 等が 3

)il 円から 7 II までの i凶 11112411 寺HlJf UI で続けら

れた。作業は附訓であリ ， 1! J; 句れたデータもほぼ

尚足のいくものであった。この結*は fUN11~ 終段

階に入っている FM のぷ Ii I に反 i映され、 63 苛肢は

いよいよ FM の製作がれわれる。なお牛;試験は E

XOS- りの 次哨合せと並行して 11 われたため.

nf，~.や f1'広場所のz減税に;"，:労したか. 3 )J 8n に

はいすれら分解'1'の EXOS一 o I:M と W'~じ S-A

熱モデノレか 1~1 Ii'. クリーン ルーム内に，II'..;' という

珍しい光 l~t f)<比られた。￥.1'[.は NがEXOS-D、'1'

央がノレナー オービター‘れがMUSES-A本休で

ある。 u 杉!引車)

*KM-L-l地上燃焼実験

MUSES-AによってrJの川同軌道に投入される

ルナーーオーピタ の減述 III モータ -K 1vトしの ~1

1 団地 k燃焼実験が， 3rJ 2611 能代実験場で実施

された。この|市Jj，j，:nR形モーターは燃焼主の直径約

lSCI!l，市-~:4. 3kg と極めて小刊I~ '11正:1'\:である。~，ソに

I,', <我がいI rJJの )-1 の係 j!lrH を成物させるためには

欠かせ主いモータ とあって.実験班は 3 )1J61:!

から tl'l if!に作業を illi めた。

このモーターは i~i 町内部に約納されており.燃

焼f最も切り再~.しを 11 わないため.燃焼 I(J 後にノズ

ル内部に水を峨射して冷却する1;式が巧えられて

いる。そのため今 l日lの実験でも水 i1l~~J の似 IJ~ 止を試

験すると JI ，に.省在京ガスを門並i) J流体としたエジェ

J7 を川い.モーターの燃焼終了後も HI 米るた'け

長 < lf: t;7. 状態を維持して i~ ，U主計計 III を行うで干の I'. 犬

がこらされている。モ -7 ーの若火・燃焼は ll:~'l;~'

で， Jft1J ，モ 7-1 付 l 正・出肢を判 jめとする 41 引

の計測に "XJII した他.水 'n 射によるノズル冷却 lに

I~I してら i1 呪なデータが f半られた。

今午 l主 NTC では MlJ SES-A 4:体を.j" J ち出すた

めの KM-M や.~機引部 1 .1 ~J 千ェンパの KM- L-2 ‘止の

地|燃焼試験が下与とされ I折々と目 II 自lか准 }J( して

し、〈ことが JYWi さ il ている (I 杉 II;;/:;:)
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色町
*小田・フレッチャー会談メモ

さる 3 }J8 日 小 III 捻光止

(.j':Ui61fHlj 所長)カ fワシントン

のNAS/\ 本店 1\ を‘山 HH. ジェイムズーフレ γ チャ一

長 'r~ と 30 分にわたって会談されました。 NASAI"I

際部のデイソクーパーンズ ウィリアム・タ ナ

ー fillj L\:と Rに干 1. も附 IN~ させて削きましたので.以

トにその'Jt旨をご報公します。なお会， j主に先立っ

て. ar:' かり小川先生に. lJ:>:の科学協 J) を促進

したニとについての記念的 1が贈られました

F 小III先 'I は wかMnγ〉ブル ノーロ γ シ先 'I':.

σ) ，十;，:(J (さ Ie て'した JJ. kl.、 I主 CA L'!ビ ell (7)カー

ル アンダーソン先 'Iーの弟+なんです。

0 そうで寸か。それではさしづめ i 市線がとり

むつ r _、とこ~~ f' J ということになりますか。

(笑い)ところでファインマン同 1 が亡くなり

ました JJ. ↑l.~.しし、ことをしました。

F :I 立、 \U自カ‘之 J J16IIに。~":1，-、ころ;f1. I;): ファイ

ン7 ンと IliJ じ刊 )J~. て叶泊したことがあ')まして

ね。店、は件引なのでゆ l るいっちに勉強 l. ィ王町 l

的 1止はその IHJ;~~ ていて!'£伐中に勉~!1 i をするー と

いった，訓 f て炊い百 I)J ，， 4，と少主い II 年 11 \1をうまく

使いこなしたものです n

0:I';自分と NI しくしていらっしぺったんですね ω

i庄の <-l.I-:.J) という円 J目立町大変やさしいめ

り rl で物.l' llt" ，/:(/)本引を flit めないで ;11 かれておリ.

!~~J r.を企けたのを'はえております。

F そん，"-'本かありましたか。私 ι 今 l!t Jl: '}P~1Lん

てみましょうぜ

0: このたび店、はi且 r~' したわけですが.析しい寸・

Hi術的所!とには. jJ~村純さんが枕11 しました。

F そうですか. 6'((か阿村さんも寸山科~Mでは 4

かったですか

0 そうです.そうです。彼は私的非常にu:-、友

人でして j皮肉拠さん L k1.の'車内む Ih'~ {絞乾似

の顕微S克のぞきをやっていたんです

F そうですか。実は店、の家内 ι顕微鋭でウイル

ソンの'R>+Tiをのぞいていたんですよ。

0 それはす~i-.まですね。いつむのニとながら. X

料t J.ζ文:j~rl ，・ f ぎんがj の打!げの際には追跡的

立tt をして加いてありカさとうごさいました。

F ど 'J - 、たしまして.そのf主「き'んカ勺は阿1!i~1.1

ですか。

O はい -tJち '·.Ifて Ill} もなく.幸運にも大マゼ

ラノ ;111町にIiHii')，!が I'H 耳L しましたので、 そのX
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線を III 界で松和 Jにと句える主ど、大変多くのi'i:

mなデータを集めています。アノリカやイギリ

スの観測機昔話 L Jf!2せていて.収イ I: III:\がの )1 、 1 ，; 1 千 II

川の X線パ文 f: として ili~N しています。

F それはすご L 、。 '"('1 山由 fは ハレーで III 料の同

と々大変 u 、 L、協力関係を f~~ ってぷ"自らしい鋭測

をされた l. 今「ざんが」ではまた続々と析し

い観測結棋を世界に徒 fjl ，されているし， 1' 1川4本、グ町 >

'j-:'I川ii糾ザの発挺は的ざましいて

u附Jt制II <ところによると.うちのTLJHS とおたくの

深工的 I，則的大'11アンテナでスへースVLRI の実

験にも成功されたとか 。

O よく御 (I 知l て'すね。 t士山は kl. 1.こちかみリに!と1

っている。i対内をズノぐリと甘い当てら iL ましたの

それらの成果は. 日本政J('fι 大変，:':j <;'1'f曲して

くれまして .4L 年J!tの二子併を 7S" 、一セントJi':に

して I'l -、ました。

F 75.... 、一セント1M円 f7f じりれない/

o II 本町 F りもペJ り< ')の型II しい時mJだけに司

折衝は結附大変でしたが、 NASA本部内フィス

タさんやベラリンさん主どかりし、'i11 1o、応般の

T 剥tLt も rfi いたお訟で、 ASTI10-D といっ「ざ

んが」の後継機も認可され(，併を J、 l貼iに的や

すことカ、できました。ご協力を感謝しておりま

す四

F i;ri般的 J~tl'j で. NAS/\ としてはスペース VLlll

rlJ;jJ,l. -G:'n ち [·.If ることカ εて' きないグ〉て日 4アカに む

し H ~，カ吋 J 句れるのでした句 協力したいむの

て'寸。元 it 11<ウてく Ie: さ L 、。

0: (1ti){の快り物大小紋 を似しむから)こ

れはささやかな私か句の附リ物です。日数が31

n の} J には「大l の4・ 'i:J<に l. そうでないJ J
には 「小J の7ーを表にして飾ってくたさい。

F こ iLはどう L. r).、」とカ‘ r 'I、」と L 、う 4見'f

なら.手~. L~先むことカfてーきます {と 3 いなカず

ら r 大」という?を J自立与Eに聞tめている J

0 どのようにして r大J や f 小J 的品 P.，を 1'£

えたんですか。

F :fihli i. なことです。トイレで覚えたんですよ.

(Jれ:の 0: l;t. 人リのi淀川に 小 III 先 'I 、 I:Ji" に

笑う j そ iι では.キムこれか句ホワイトハウス

{ζji カ白な It it l. r ならな、、 L グ〉て '''4 アカ・ら ー。

o:).、変以い II寺 H:-Jぉ邪~しました お手引、できて

J!i自主でした。

F フ'ライトンの1/\ FJ:.U、てーした JJ腎どうかニ !l

か句もお Jじ気て o (丈六 (rl，)川!J~OJ';:)
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? 宇宙の果てをめざすX線検出器 極EH日
宇宙科学研究所副j 田和久

ロ"//'りは， 196~'f· ， 1t イプfーカウンターをロ

ケ y トに撚，j;\( し初めて太陽系外か句の X 線をと

らえた。それ以米， X 線天文学は その観測対象

を乍出向隙々な天体に lムげ発1正してきた.この間.

斗'iiiX 緑町也<mil装;白としては、比例 .11 数也が」ーに

flj ，、ら I し X線大文?を主えてきた。これは.こ

れまでのX鰍観測の 1-1 1 ，(.、となった X 似のエネルギ

一範問(約2keV-20keV) で句比較的よいエネルギ

一分桝能(つまり，人射 x ~~光 f のエネノレギ を

区日II する ti~)) ) を持ち.そして大きな検山附尚北

したカ、って t:':j l，.、感皮肉村t 11\ 昔~1J'~2W可能て'あっ

たからである . IJUlo ， 軌道 l にあって ili~起してい

る r ぎんカ..J f·年内'に f菩・l在されている. 大 I耐 flit比i抑l

;1 1 数，"，' (LAC) は.いろいろなも一味で. 完傾向寸

廿iX 糾l観，1111則的比骨;1!1{1 数併であるといってよいで

あろヲ。l.ACは.悶に，ドしたような X線検出誌が

8fl. そして町 1nJ，j 処J'Htmかられも成されている。

8h の X ~JjH世 11\~mは.約2・ X4・の大きさの夫.;~ I

の特定的J:i IllJ から米た X 似のみをj曲i曲させるコリ

メータ i11S と.それを辿過した X線を検出する村it ti',
j'mよりなる。コリメータは l平さ 25 ミクロンのステ

ンレス似を池上に折り I lI llfたむのをはり介わせて

っくりれている。般H\部は句アルゴノを主体とし

た.年'J 2~(日4のえfスて1的たさ札たえfス 'iJ 加である@

このプfス干r慌の内部には. 1((任40 ミ 7 ロノのステ

ンレス線かりなる i，'J4004誌のア ス献と. 544誌の河

川似がはりめぐらされている。このf.N占社。検出掛t

1fll :t 54本町比例 J-t 数れに中II 当するよう μ動竹す

る。比例 III 数竹は.大'ltj化すると.エネルギ一分

解能がlJ\;卜したり. 'j.:'Ii i献立どによるパンクグラ

ウンドの 1:1 数か駒大して SIN の{氏 F を打{くことが

ある。これを泣けるために，ガス否帯十を小部分に

わけ.さらに 各小荷 1\ 分からのじりーの以fiI]l時計数

をとって、， {γ7 グラウンドのキ jEt 域をはかつてい

るのである。l. AC は LAC の観測エネルギーバン

ドて♂ある 2-35ke V のエ才、 Jレギーノ〈ンドでは 史 l

j比大の感 l立を判っている。 I.AC はこれまでに活動

銀河舷からの微 ~1~j な X 似のスベ 7 トルを観測した

り， ill の々銀河系内にある プラ y クホールや I:~l

1' 1 イ"の刷辺のプラス:-.....からの xr~ を l ミリ秒ま

での知 11. ~laJ 変.，})を観測するなど.その 1!k )J 発々明 L

している。また.大 7ゼラン主的中に起きた亙 i新

〆、

~

LAC 横出器

J ，tからの X 線を初めてとらえたことは ， Jム〈知 h

れている。

さて， LAC 以 l の!忠伎を 1!1' ょうとすると 従未

のコリメータと検 11\ 加という車 II み合わせから， X

似k射鋭による結保系、に砂利することが不Ill' ~にと

主る。三十三Hi X 糾u日の反射明.iM鋭lよ 1979午にアメリ

カグ〉アイン;".，. _.....7'イン f車内'にト JJ めて f品#.された。

lJ4< の X 線グルーフで ι' ぎんが』向次的 iqji;!.( A

s ・l ・ RO-D) に.この反身UIl'を ffF載することを .1hlh]

している.反射鋭を用いると!忠J1: をJl/: )、;させる

ととらに. ~HlI (I~J な i主を仰ることヵ、できるが.観

測可能なエネルギ一範IJ~ ヵ、限られてしまう。 ASγ

IW- I)砕:jJI~では. i\If.l，.、フォイ Jレ4止の鋭を多数!II' 、

ることで.大きな，fir悩て"'jOkeVf"'J立までのエヰ、ノレ

虫干一範凶をカノ〈ーする 1 犬がなされる。また， 1..1.,

ll,ITii検.q~僻として， f.立;世検 11\ 111·~ 'If ス'!.i~此比柑'Lit 数

伐と CCDが従来されている 方ス蛍光比j§'JJI 数

れは ， itt ;l，のJtj§IL11 数むに比べてf.~J 2If;~':j I.、エネ

ルギ一分解能が伴られる. f.立 til ，:検 HI 型でない蛍光

比j§ '];;1 数れは ill ヵ、 1"1 の二冊子十!の X 線天文(!Jr ~I~. r て

んま」に払峨され， '1'1'1' ·(-1" などの観測に威力を

充押した. CC I)は.比例 Jt 数竹内 6 fi~· f' l~ 伎のエヰ

ノレギ ウ〉向 ~， ti~ カ， f!l: り n ，る。 CC fJは，ピテ'オカメラ

の y: 光索 f としてお主じみのものであるが， X 糾l

il\l J;UI'1 のむのは.特に X線に対する!必 l立を刈< L ,

lJ\;ノイズ It をはカ‘ったむグ〉てーある。 ASTRO-Dて4

'('I由の *て を X線でみることが今か句.大い

に JUIl号されている (みつだ カすひき)

一 7-



ー主義 ~L ι
中国旅行記

1. はじめに

II出干1162-'jC J立科ザ研究W( i!Ji外ザ術研'允)の共 l;iJ

研究「日中大作横断気球尖験J の米年度実施のた

めに‘現地主ド怖の杷雌制:査研究実施のための関

係l\fJ".機|民!との折衝苛のため.中国を -:ilJ 11りする

機会を与えられたことは.今後仕4J~~を進めていく

つえて。大いに役止つものであり，非駄に有錐いこ

とであっ t:. o

2. 上海

I-.M天文 f; では， 1900-'f建設の10cmの光"1:望遠

鋭. 1.5601 の反射望遠鋭， 25mアンテナ (VLBI

J Il ).60cn!人下 lili長レーザー洲距.水素メーザー.

センウム)息子l時計等を!~学 L. ;f米、i斗年4ドL皮主勾L工球R尖験の

i\':1怖備~l柑lit状x i.汎}兄c'等を J打j ち f合トわせ fたよ。

上海は. 2 度目である。緋肢が鹿児lみとほぼ!日l

じで.出Hまなはずである。今回は，着いた早々，

小雪がチラっき· ~Iqi~' に京くて政ぇ上がった。

上illi天文台から外事官IIのゾウさんがill!えに来て

いた。泣くからはると体形，愉主1\が秋元判i佐に似

ている。入|叫の際に. ill告するものなしと書いた

り.カメラ、マネーを書けと，-，われ句押し問符し

ているうちに.小一時|日|かかってしまった。

到消した伐は· Iii 合長のHi待で. -t i闘をいささ

かれfJ飲した。その!市での 'I'心の話題は. lHilifl，ーの

「僻判IJ などのお土産の他ぶみてvあった。

ric;いjから 10kmのスーザン大文f; に 40C1llの光学哨

i主鋭を比，::;しに· n 辺 l 時I1~J 半かけて:J II かけた。

天文台の近くに司出い教会が見えたので，写 J'~

をとるために . 11i. を降りた。その時に， ドライパ

ーが町店、にタバコを勧めたので，一本もらったと

ころ、つきの必い<':;チで，たしか 3 本 U位で火

をつけてもらい、そのまま降りた。すると.山|び

斤l が上がるので 1 ，1i.を見ると，モウモウと煙がけl て

いるではないか。.til がボンコツなので.オーノ〈ー

ヒー卜したのが燃え上がったよ 7 に見えたの見る

とドライノ、 が，r-でたたいて火を消しているで

はないか。 Mと，我訟のカバンが句その怖にあり

少し阿っていた。取り11\すと点々とこげ跡がつい

ていた。 -I瞬. 40lon を歩くと何uS:II.\]かかるかナー

長谷部昌弘

と与えた。

旧品l 界の j!i:くの珠隙!に行った。その際， タク y

ーを一目的」げた。妙併の女性のドライハーであ

ったが.この女性がまた. 'I き，W，の仁l を抜くよフ

な女刊であった。

U補佐の掛刺Iiは j生凶の近くの店で買った。定

価300冗であった。 M係長から 1 万円( 280疋)でた

のまれたもので.他引き父 ilj;をしたところ，国'3

だからだめと 2 人の店員にいわれ .J位後に店長の

ところで 3 人がかりでやっと OKがH\ た。

3. 北京

北京は.予氾!どおリ架かった。ヰ Hi空間科学技

術センター，日能物理n学研究所を;Vj )1r]し、請状 iic

について ]1 ち合せを行った。

3 年ぶりのイt: IJ'回日本大使館の中村一司書記t~

を表敬訪問し，最近の引l 究機関!日lの交流について

情報従1JJ; L‘外食にm待された。

出泰山中[:iii科学院刷局長と会食の際に，中国↑WI

は， 円 ii'大洋償断気球実験を今後も継続したい行

述べ， i"l~i'愛干さんは，お 7C気で 4 か等懇談をね

い，保先生の111 でホテノレまで ill ってもらった。

大手:門の広場は、 He\ヵ、強〈北京の j)~ さを{古川さ

せた。 J也ト i立を J凪って i~k'E:~を見守'した。さすがに

?lf朝jの権勢を誇るものてPあった。

4. おわりに

1;且川の旅科，~.あっという IH] て"あった。 EI 本

人と同じ邸!をしているという宮、楽さはあった。

上 iiiiの不;村飯店で.食事をしていると、 H 本人

的客が初めてだといって，食Jf\·1=I:1 ，ニゾロゾロ an を

はに来.いささかとまどった。そして、サービス

ですといって内7ンが出てきたのて凶気分を良くし

ていた句. ai~Jボ111 にチャンと入っていた。

中間 J(航のサービスは，前回に比べ特段良くな

っていた。さすがに，物を投げてくれるといフニ

とは主かった。 u'i1i f<l::. Y 助教授には、事II桜にな

った気持(さい銭をも句フ気村)でいないと.気

分を ιすると進言したのが、取り越し背労になっ

た。(はせべ まさひろ)

。
。
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~込::v~長宙 太陽電池の話 (3)

i::::J天気凶知 0;1 AUC T')~丁目4 ，
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ー丘地アレイの:.1\1J 特刊を目前r認するための太防氾池

試験には. ASTHO-C までは照射 liIi I!lが3()cmx30

cm のW( タングステン)ソーラシミュレータを仙

川していたが . i:U)，!のl't TW,11))(7)Jf:)、 ~Y で太陽 'lt

池ハドル l iIi f1'ーが大きくなリ対比 :1) 汁1\ ~;;;なく主った

ため. I 、 XOS- りからはJl i) M1(1ifl'，が 2mX2mのXe

，、ルスソーランミュレ -9 を i止川するヨハルスソ

ランミュレ- jll主瞬 IlI l il~Jに(約 3 msec)ランフ

を点灯させ.そのIl ll に太陥 tE 池の 1 -V (".t1 ~At

'LlLI-t:)特 rtl ーの似ホイントを測定する e この L<;;fr

は !m 射される太陽電池の温度が上がらす.また.

1年刊測定中の肱身 J! b. :j i:::J~がよい!ゆり非げられる.

!'X Iに大気|剖外太防光のスベクトル引刊と AM07

イルターを袋店した Xc ソーランミュレ -9 町村刊

を d、した。品、外に f' ，' h7)ヒータはあるものの.太

ド砧光に~I"出に j!iい泊

今後. 'i-:'tii611' では内 ~3ll\への採伐 ;t-! 附も 巧えら

れており句f?IJ えば.金 lIU!i{'定て'は品I.) 2 ソーラコン

スタント( Jt!!f¥近傍の大気凶外太陽光岨i伎は i ゾ

ーラコンスタント). Aく )，U!i tiJに弔っては約 7 ソー

ラコンスタントに述する。二の為、太陽 'fli:池町fk

刊測定だけでなく.材料のためのぷ験を与えると.

I:':j~(t 皮肉ソーラシミュレータカ f必裂に立ってくる

と iil わ il る ー， j-: 'fi i研一刊 I端 lilA:

9-

太陽fk池を術以内一次山田 i として 1山川する場合.

当然ではあるが.政 I~ 1'1:笠間において 1史川する太防

必池町大気|剖外での IIH 力特性を正附;に把仇!してお

く必裂がある。ニの特性を人主に.限られた)f( lょや

大きさを巧 1.1!j:し.術 )1 1.の負 ~;i 'i1i:力に合ヲょう太陥

-.l.u也の幣械枚数が決められる。太 IWj7lj:池の HltJ 特

性の測定は.サ:街 m太陽屯池町場合 NASA の J

I'しが公球を i世って較正し た際準太陽';R池を ILに

擬似 λ;紛 Jt斜I (ソーラ y ミュレータ)を WJT!して

行う。

ソーラシミュレータとしては.大気凶外的 tAU

(太陽と地球の年平均目・荷量:約 11立 5 千万 kill )に

おける太陽光とえベクトル分布(分光分布)が等

しく.また肱射 1\(1，伎が IIJ変である・ J-がー許灯まし

い。 JUh;(の佐町i としては Xc (キセノン)ンヨート

アークランフ W( タノグステン)ランフ.ハロ

ゲンラノブ等があるが句 fJUE ‘'市 III されているの

は Xc;'" ョートアータランフである。これらの光悦

に光ザ系とえ狐特イ l 的発光ヒークを抑制するため

にぷ外補正フィルターを組み合わせ.大気側外の

).(陽光のスヘクトル分 11; になるべくー放するよう

にする。ソーランミュレ -jI として ii4すべき条件

は. (I)!'1~射而 11 hitは測定すべき太陽電池町此大イ 1効

受光 1(li J王さの1.4 1芯以上持つ必要がある. (~I 政射

mi.肢はとj" 宙用では 135.301 1'1'/叩( tAli における人;

以凶外太防光強度)に制御でき. (3)放射 II“皮肉司、

J~J-·rl は有効 mt射 1(11 内において 2%以下.(1)放射

A:~(の干行 1主は半 flJ6' 以下‘ (5)ili 射IIr f伎の宙定 l立

は土 2%/時|川が哨ましい吟が挙げられる。税イ L.

'j"'lfiMI では太陥'.lL池のぷ f レベルかり ifM ll~.~ 、ネル

やハドルに::Jd主されたアレイレベんの， tit験 III Iこ科

刊のソーランミュレ -9 を綜働させている.外 til;

U源を用いず太陽 'I li: itl!からの光生屯))て'徳 :jll.!.を!fib

作させる.所 lir; ， II札34中をシミュレートさせた Iむ

1~."i山県1(:、総作試験には 30k帆の XeラノフIt)を川 J l 、

L-…eソーランミユレー
している。また 11..(:終的に砕.j lIt に 'λ裂さ ill' 太陽



酔ふては捧げん

東京大学工学部砂川

「いむ焼~.JJ に 1珂んで.いむ焼Mのf11いH-\でむ

記すことにする.

鹿児，:占で『さ It J と叶へば.今は知らず.嘗て

は r しょうちゅう J に決っていた。さ庇おーが生iLて

初めて r さけ J を飲んだ(飲まされた)のは中マ

コー年内秋.先'fi.:のil~"H毛""l校舎佑祝に於てである

第二次 k'滅的 M:I-Il (Ill{制 117年)であリ 兵ザ校合

的は.特に鹿児t~に於ては.大'企な名 frであった.

入校 tllJ のil:k出向悦安に事者む A正人と共に矧ばれ.

御馳走に与った.そのうち強要されるのを l古Ik.致

し妹< r さけ J を一口飲み こんな旨いむのが刊

の中にあるのかと思った(砂制的、入札てあったと

はぷ剖1 ら ·n.Uh、気になって企を if(ねるフち. ，司令

激的 ~1'ーがHiに拘い.大井町'1'1 日似が急時卜し始め

た。本械のて~lii~ L かくやとれりに。 i韮にダウ /0

判明略< ~Mcj包へ1' 1 転 Iii をこいて"'hri って峨爺に大

HI を l吹った.そのliS は. 年後に央イ CJ 身がIliJ

4官に入る主ど思いも l止ぱ主かった。

1\i U してから.大学受験はIiめて( III;刷) l'~:j

等学校からやり 1(' した。 I~' ，oj ‘右'千校を江口る叫 r コ

ンノぐJ と「ストーム!のぷは j!illけることカ'I!\米な

,'0 料収 1(' 後問的之WIであったが句千ヵ、不幸か.

)i 人に焼円「会祉の判長の息 f がか;た。 rおい/引

って 4、し、」で品はdとる。史的判)lJ;W: 1I世しし、。 P叶 ill'!

f きけ l を飲む。行はする的。焼いて衿ilh をつけ

て刷る. II 然献がi~ <。そこで飲む。そのすちrI

が淋しくなる。刷る。飲む。 ニ !lが忠i附fZi と

いヲのか。学 ~'Jの扶は抑制 .'C Pi l 'W払.スト

ム I さけ」を'1'(11ょする主どという t!i r'，';)な次 Fじで

はな< ，体力任せでH竹飲ん 'e.

そんな状況なので.平たしても入れてれれる人ー

マなどな、、。巳むを l!iす{でもなかったが}新制l

r~1校の教帥 楽しかった.今でむ当時的セーラ一

服の乙 !J:'!J.がいl 窓会にm侍して民札る。数日，Uf'I'I:l1
に満州引均的七I~':j 先端その他が附た. :Iliはぷを U'['

.;:のか. II与にコンハが始まる. 7 人でB"" ト 11

版) ~ムがしたニとがある x:むニの時は I'. "占! 日町

'r，後かり師、み始的.途中で肢が'全いて foil を食べた

のが禍いした.その後は酔 7 どころかいくら飲ん

でも倒的るのみ。 40年目的訴である。

そのうちMとなく泌がきして受験。どういうぷ

か合的;m知が米た@心機一転して勉Jーに勤しんど

のは一年町内だけ.一年三年内時は(PIをして Jt!;.た

のかふだに分らない。休暇明けにはピ、ずー 11 臥を

蛮
"ユ，、

.fJtげて取に戻った憾な%がする。!~;;Ji(本当はよ
だに絶へない良友)が-!tって飲み明かした.それ

でむそんなに飲んだ記憶はなし、. 4>:質的には1I・ 4

IeL ，制燈の 4さを俳桐 r るれ 1の金は勿 J歯無かった.

ニ食 /.J のY; WI 立び;!\I 2-3 図的家版語教由 Ii が Jt に n

2.ooor rJ{立が相喝の'1 i である。

何とか三年で無事卒業させて nい.実社会で村

〈遊 t して大.，，/にづ l反された。助手時代は特伐の

»[)なくーは !'f 向日にぜ id 伝った句L- "'..助教授にな

ってからが大変。米国でー午過して+.， :-1 歪 l したq'j，

(-氾 1に反して.騒ぎ(大 ''-'i 紛争)は拡大町一 j主で

あった o .:1');11可の鮮がついたのはその頃からである.

付:IHH よ会決.会 ~o:N. ......そして組合交渉/

-}j， 本筋肉研究を忽せには:1-\来な L、。当然.

frl:'~ 後家でのこととむる。深夜 i主 f I:4' をしている

と叫が i牙へて来てねつかれない。 11K らないとそ担 II

の品 Ii 作交渉に曲 It 併を来す。じむを 1浮ず飲む。ニれ

で熱 H唱。刊';iJ.!は天主 U/H lJ Jo

紛争が終ってもこの習制だけは峨った。 11fll 免 r&:

る時車 1J になると家人が「今夜はい Iにむさいますか

, J と米る。「没い似じ守」とか何とか有って「あ

ill.:'lJ ということになる。

II年代の柑砂と Jtにー III :I，ll日等ザ校 I'H 身者が少く

なった。出身校の浜口肱が1段"，j<になった御仁も1>1::へ

たの10'[かの折に歌おフと誘って L 臼 IIJH比さiLるこ

とも II年にある。内之illl来訪の悦学に倣迎のむを込

めて :fU; ヲとしたところ r僕はそんなZ且は拘!句

ない」とつわれて0;.，\白んだニと L ある

それでも "j，者は歌いたい。

m{. .l l~ 必ちて Ii む J匙

隙慢のitの執るる郷

。
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波立つまでも

(すなかわーめぐみ)
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~t 行 'j':HiH--r :UJf': 先 e)i (文部省) ⑧
til りにしていたベテラン制集 Rが見 i且し

て多少七、剖 II くなりましたが‘より良いニ".

ースをめざしてカツパります. (;'Dn
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